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はじめに

　平成11年の東京都有馬幼稚園における研究開発

学校指定を皮切りに1）、文部科学省（以下、文科省と

する）による「幼小連携」を主なテーマとした開発

指定校研究が進められている。文科省による幼小連

携研究の推進･支援は、平成10年７月の教育課程審

議会答申において「小学校における生活科などとの

関連に留意し、幼稚園における主体的な遊びを中心

とした総合的な指導から小学校への一貫した流れが

できるｅうに配慮する必要がある2）」と指摘されたこ

と受けてのことであるが、その底流には従来から堅

固に保たれてきた二つの枠組みを再編成するねらい

を持つものと考えられる。二つの枠組みとは、一つ

には戦後50年以上にわたって維持されてきた６－

３－３制という学制の枠組みであり、もうーつは小

学校における教科の枠組みである。幼小連携に関す

る研究は、この二つの枠組み、すなわち学校教育制

度の根幹を構成する二つの枠組みを再度吟味し、そ

れらを子どもの成長に即したより弾力的な枠組みに

修正するためには、どのｅうな改善の方向を取るべ

きかについて知見を得る重要な作業であるといえる。

　本稿においては、短期集中的に取り組まれている

幼小連携の実践カリキュラム開発を整理し、その知

見からどのような方向で枠組みの修正が進められる

のか、幼小連携研究から読み解くことにする。その

ために、本稿では「幼小連携」を課題にした文部科

学省指定の研究開発校から二つの事例を取り上げ、

それぞれがどのような研究のねらいと方向性を持ち、

幼小連携の研究に取り組み、成果と課題を明らかに

しつつあるの力ヽ論じたい。本稿で取り上げる研究開

発としての幼小連携研究の多くは、現在（平成１５

年１０月時点）も進行中であり、研究の完成はさら

に数年先の見通しである。したがって、それらの開

発研究の完了を待ってその成果を見極めることが妥

当な作業用順であるといえるが、本稿は開発研究の

完了後にその意義を評価することを目的とするので

はなく、幼小連携研究の動向を探り、その成果と課

題からさらなる研究への示唆を得るための作業だと

位置づけている。そのため、幼小連携研究開発指定

校による最新の開発研究に学びながら、幼小連携研

究開発の中間整理と位置づけたい。

　本稿は、上記のｅうな関心から次に示す二つの研

究開発の事例を考察し、それらの先行研究事例から

これからの幼小連携研究の方向性を明らかにする。

取り上げる研究事例は、三木市立口吉川幼稚園・小

学校（平成13～15年度研究開発指定）、および鳴門

教育大学附属幼稚園・小学校（平成13～15年度研

究開発指定）である3）。

１　「幼小７ヵ年」を単位としたカリキュラム開発

一三木市立口吉川幼稚園・小学校－

　はじめに取り上げる幼小連携研究の事例は、兵庫

県三木市立口吉川幼稚園・小学校（以下、口吉川幼

小と略す）における研究開発である。口却||幼稚園・

小学校は、神戸市から北へ約25kmの山間地或にあ

り、幼稚園、小学校ともに１学年１学級の小規模校

である。口吉川幼稚園が５歳児のみの１年保育であ

ることから、口吉川幼小における幼小連携研究は、

幼稚園１ヵ年、小学校６ヵ年の７年間を単位とした

カリキュラム開発研究となる。ロ吉川幼小の研究開
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発の目的は、幼稚園から小学校へのなめらかな接続

を保障するカリキュラムの開発であり、その中核は

幼稚園における総合的な遊びから小学校における生

活探究コースとしての（みなぎのコース4）」への円滑

な移行である。

①「みなぎのコース内容系列表」による７ヵ年の生

活探究コースの開発

　口吉川幼小の研究開発の中核をなすものが「みな

ぎのコース」の内容系列表である6）。みなぎのコース

とは、幼稚園から小学校にかけての全課程の中で子

どもの生活経験から得られる成長発達課題を「生

命・健康」「成長・自己」「遊びや生活の工夫・安全」

　「共生」「地域生活」「自然環境」という６つの領域

から捉え、それぞれの領域ごとに「目標」、子どもが

培うべき「内容」、そして学年段階による具体的内容

を記したものである。

　みなぎのコースの６つの領域から「共生」に着目

し、その内容の系列を詳しく検討する。下の表は、

みなぎのコースにおける領域「共生」の内容系列で

ある。最左段に領域名が記され、その右に当該領域

における「目標」が掲げられている。この目標は、

当該領域において実現すべきねらいを示したもので、

理念的方向性を示している。目標に続いて、当該領

域において保育・教育実践にｅつて具体的に達成を

図る「内容」である。この内容は、「地域生活」と「自

然環境」の領域は３つの内容、それ以外は２つの内

容にｅり構成されている。「内容」の右は、幼稚園、

小学校１・２年、３・４年、５・６年の順に、「内容」

を学年段階ごとに具体的に記したものである。各学

年の担任は、この内容系列表に示された学年別の内

容にのっとり、１年間の保育計画ならびにみなぎの

コースの単元を構想することになる。

②「教科につながる内容系列表」によるフカ年の教

科学習内容構成

　生活探究コースであるみなぎのコースが、子ども

の身の回りの生活や具体的な対象から学びを構想す

るのに対し、「教科につながる内容系列表」は、幼稚

園における学びの要素の中から小学校のある時期か

ら教科へとつながる内容を整理し、学習内容として

の系統的な関連を表に示したものである。みなぎの

コースの開発においては幼稚園教育要領から小学校

生活科おｅび総合的な学習の時間への関連が考慮さ

れ、生活探究としての学びが成立している。これに

対し、みなぎのコースだけでは幼稚園の活動内容の

視点として不十分ではないかという疑問から、幼稚

園での生活において同様に大切にされている言語や

数などの領域についても小学校の学習内容との関連

性を図るべきであるとの結論に達し、幼稚園での学

びから「教科に発展していく内容」としで言語、数

量形、表現、身体運動の４つの領域を視点として設

けることになった。
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　平成14年（第二年次）の『研究開発実施報告書』

にｅれば、言語は「経験したことや考えたことなど

自分なりの言葉で表現し、相手の話ことばを聞こう

とする意欲や態度を育て、言葉に対する感覚を育て

る」ことをねらいとし、数量形は「日常生活の遊び

の中から必要を感じて数を数えたり、量を比べたり、

様々な形を組み合わせたりするなど数量や図形に関

心を持つ」ことをめざす。表現では、「日々の生活の

中での心の動きを自分の声や体の動き、素材となる

ものを通してイメージを広げ、感じたこと、考えた

ことなどを表現する力」を養い、身体運動では「戸

外での遊具と使っての遊びや集団遊びなどの体を使

っての遊びを中心に自分の体を十分に動かし、進ん

で運動しｅうとする」子どもの姿を捉える視点とな

る6）。当然のことながらこれらのねらいや意図は、幼

稚園における生活の中に成立するのであって、特定

の領域の能力を取り出して訓練を施すことを目的と

してはいない。むしろ、日々の園の生活の中にそれ

らの視点を持ち、それらが後々に教科の領域として

つながっていくことをイメージすることにｅつて活

　動の見取りにもう一つの視弘を加えるのである。

③ロ吉川幼稚園における連携カリキュラムの実際

　口吉川幼小の連携研究をもとに、幼稚園において

はみなぎのコースの６領域および教科につながる内

容系列の４領域を月別指導計画の中に反映させて、

保育の指針としている。月別指導計画の例を示せば

次頁の表３のｅうになる。

　表３の「幼児の学び・育ち」欄の内点線で区切ら

れた上段がみなぎのコースにおける６領域であり、

下段が教科につながる内容系列の４領域である（た

だし、みなぎのコースにおける「人間関係」は、平

成15年度の研究において「共生」に修正されている）。

　表３と前項で記した「教科につながる内容系列表」

の「数量形」の内容とを重ね合わせてみると、12月

の「氷で遊ぶ」の活動において、「みなぎのコース　自

然環境」の側面から「遊びの中で冬の自然現象に興

味をもつｅうになる」ことをめざすとともに、「数量

形」の視点こおいては、「いろいろな形の容器に氷を

作って遊ぶ」活動を通して、「物には形や位置がある

ことに関心をもつ」ことがねらいとなる。

　このようにロ吉川幼小では、「みなぎのコース内容

系列表」と「教科につながる内容系列表」の二つの

系列表を作成することによって、幼稚園から小学校

までの７ヵ年を見通した連携カリキュラムを開発し

ている。最終年次となる平成15年度においては、そ
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れらの系列表に基づいた実践を展開し、その結果に

もとづいてさらにカリキュラムを修正するという循

環的なカリキュラム開発を行っている。

２

発

　「幼小合同保育・授業」を核にした実践単元開

一鳴門教育大学附属幼稚園・小学校－

　鳴門教育大学附属幼稚園・小学校（以下、鳴門幼

小と略す）における幼小連携の研究開発指定は、平

成13年度から開始されているが、その３年前の平成

10年から３年間にわたり附属小学校が「幼・小・中

の連携等を考慮した教育課程のあり方」に関する研

究開発学校の指定を受けている。小学校が先行して

研究開発を経験したことが、幼小連携の研究開発に

も大きく作用している7）。附属小学校における３年間

の研究開発を通して、小学校の転学年担当者に幼稚

園との接続を意識したカリキュラムの意義と必要性

が詔識された。このことは、鳴門幼小における研究

開発を大きく推進させるーつの要因であると考えら

れる。

　本項では、鳴門幼小における開発研究を次の３つ

の点から述べる。第一に、幼稚園とのなめらかな接

続を考慮して編成された小学校第１学年の年間指導

計画について、第二に、第１学年の年間計画の中か

ら「幼小合同保育・授業」の取り組み、第三に幼小

の教員間の保育・授業観を共有するための「エピソ

ード分析」と「保育･授業カンファレンス」である。

①指導原理とカリキュラムの接続

　附属小学校の木下光二教諭は、平成10年からの３

年間にわたり低学年担当者の立場から附属小学校に

おける研究開発に取り組んだ。その結果、「幼稚園の

教育から小学校第１学年に、どのように自然に移

行･接続するか」という研究課題に対し、「幼稚園と

同じ指導原理に立って、生活に即した『生活学習』

を展開する」との結論を得た8）。その考えを具体的に

計画案として示したものが、次頁の図に示す第１学

年午間指導計画である叱
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表４：鳴門教育大学附属小学校第１学年用年間指導計画

[出典：鳴門教育大学附属幼稚園『平成13度究開発実施報告書』、2002年、26頁]

　年間指導計画を見てみると、小学校の年間指導計

画から教科の枠組みが取り払われ、幼稚園の年間計

画立案の発想に近づいていることが分かる。「はぐく

み総合1o」」は、教科のみにとどまらず、道徳と特別

活動を含む、総合単元としての年間計画となってい

る。年間指導計画から４月の学習活動をみてみｅう。

年間指導計画には、４月から６月半ばまで「がっこ

うたんけん」という大きな梱組みの中で各単元が位

置づけられている。その中で４月の単元に注目する

と、はぐくみ総合として中核的に取り組まれる大単

元「しろやまたんけん」「あそぼうｅ」の他、第２学

年以降主に国語へと分化する内容である「ことばの

けいこ」「ひらがなずかん」『ことばあそび』「あいさ

つのうた」、同様に主に算数に分化する「○○があっ

たよ」、主に音楽に分叱する「なかｅくうたって、お

どって」、主に図工に分化する「なにをかこうかな」

　「すきなものいっぱい」、主に体育に分化する「がっ

こうには、あそびどうぐがいっぱい」の各単元が含

まれている。このように、第２学年以降の教科への

分化を意識しながら、すべての学習単元から教科の

枠組みが外され、子どもの生活学習を単位とした活

動名が記されている。
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②「幼小合同保育・授業」を核にした実践単元の開

発

　前項で示した小学校第１学年はぐくみ総合の年間

指導計画の内、「○○があったよ」（４月）、「こうえ

んかるたをつくろう」（５月）、「こんなことできるよ

見つけた石で」（５～６月）、「カレンダーをつくろう

その２」（９月）、「ｅうちえんかるたをつくろう」（10

～11月）の５つの単元が、平成13年度の『研究開

発実施報告書』に報告された小学校における「幼小

合同授業」の単元である。その中から、９月の実践

である「カレンダーを作ろう　その２」を取り上げ、

幼小合同保育・授業の実践について考察したい11）。

　　「カレンダーを作ろう　その２」は、年間指導計

画にあるｅうに第２学年以降は、主に算数に展開す

る内容領域であり、小学校第１学年の単元としては、

　「20までのかず」を中心とする単元である12）。カレ

ンダーづくりを通して培う本単元の目標としては、

　「30までの数を表すｅさを知り、数の構成の考え方

を身につけたり、進んで生力そうとしたりする」こ

と、「30までの数の構成について理解し、読んだり、

書いたりすることができる」こと、「数の構成にもと



づく加減の計算（10何＋１位数や10何－１位数）

ができる」ことという数に関わる目標の他に、「カレ

ンダーに記入する言葉や数字、曜日などについて感

じやカタカナなどを使用することができる」こと。

　「生活の中の思い出に残る場面を思い浮かべながら、

文を書いたり、絵を描いたり、写真を貼り付けたり

することができる」ことという言語に関わる目標、

および「友達と協力して、楽しく活動することがで

きる」という人間関係に関わる目標の６項目が立て

られている。

　幼稚園児との合同授業は、カレンダーづくりの最

後の段階「自分の好きな月のカレンダーをつくろう」

である。この時間の活動は、１年生の児童と園児と

が一緒にそれぞれに好きな月のカレンダーを作るこ

とにあるが、それ以前の授業でしばしば取り組まれ

た、あらかじめ児童が小学校で作ってきたものを持

ち込んで園児に提供する形心緒に遊ぶという「招

待型」授業ではなく、園児も児童もそれぞれが自分

の作品を作るという「協働型」の活動が計画されて

いる。つまり、幼稚園内の遊戯室に児童がカレンダ

ー作りの道具を持ち込み、そこで活動を始めること

にｅつて、関心をもった幼児が自然に集まり、カレ

ンダー作りに参加していくのである。このとき授業

者は、遊戯室内にカレンダー作りの材料を用意して

おき、園児が自由に活動に参加できるｅう配慮して

いる。そのため、園児も通常の遊びの延長にある活

動として１年生の動きを見ながら、そのまねをして

制作を始めることができる。

　活動を進めるうちに、園児は曜日や日にちに約束

があること、数の構成にも約束があることなどを１

年生から教えてもらったり、数を順番に書くなどの

作業に取り組んでいった。また、児童は園児に伝わ

るｅうにカレンダーの作り方を説明したり、説明を

しながらカレンダーのしくみを納得したりするなど、

幼児との関わりの中で児童の成長する姿を捉えるこ

とができた。

　この「カレンダーづくり　その２」の幼小合同授

業の特徴として特筆されることは、１年生の授業を

幼稚園内において展開することで、授業そのものが

幼児にとっての環境構成の一部となっていることで

ある。幼児にとっては、普段の遊びの延長にカレン

ダー作りの場が用意され、特別な緊張や違和感を抱
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くことなく１年生との交流活動（遊び）に参加する

ことができる。また、１年生にとっても、活動の場

が幼稚園内であるというだけで、それまでのカレン

ダー作りの単元がそのまま展開される授業となって

いる。材料も時間も十分に確保され、広い遊戯室で

の活動であるため、幼児と児童がそろってカレンダ

ー作りを行う物理的空間的障害もなく、幼児も児童

も相互に関わり合いながらそれぞれに作品を完成さ

せることができた。

③「エピソード分析」「保育・授業カンファレンス」

による授業観の共有

　鳴門幼小においては、幼児の活動の記録を下のよ

うな「エピソード分析」の記録に整哩し、その記録

を幼稚園教諭、小学校教諭、研究協力者である大学

担当教官、大学院生（現職教員）という様々な視点

を持ち寄り「保育・授業カンファレンス」によって

子どもの姿を捉えている。幼小の教員はもちろん、

研究者や大学院生を含めた「保育・授業カンファレ

ンス」を行うことにｅつて、エピソード分析を複数

の視点こｅつてさらに深め、遊び体験に込められた

教育的意義の追究を行うのである。

　エピソード分析の例を示せば次頁の通りとなる。

事例に取り上げたのは、「幼児の遊びを算数科の窓口

からみる」場合にどのｅうに幼稚園から小学校の学

びへと接続しているかを保育事例を通して考察した

ものである13) (本文の上段はエピソード、下段は考

察）。　このエピソード場面を共同で分析、考察する

保育カンファレンスにおいて、算数科教育を専門と

する大学の担当教官は「出来上がったプリンを並べ

ていくことにｅり前後・上下・左右の関係などの空

間認識を感覚的に獲得していると思われる。同じ物

を同じ量、型に同じ量だけの砂を入れて並べていく

操作、このことで砂をどれだけ入れればイメージど

おりのプリンが出来上がるかという量についての感

覚を手の感覚などで子どもなりに獲得していると考

える。（中略）このように、幼稚園での砂遊びの経験

が小学校の算数で行われる量の数値化、すなわち量

の比較における直接比較や間接比較、量の測定にお

ける任意単位や共通単位などの場面で生きている経

験となるであろう」と述べている。また現職小学校

教諭である大学前生も「こういった経験を小学校で



は抽象化していくわけであり、その抽象化に至るま　　幼小間の授業観の隔たりを埋め、共通の子ども理解

での多様な感覚の獲得や具体的な経験を幼稚園の遊　　へと導くことになるであろう。

びを通して行っていくことは非常に重要なことであ

ろう」との意見を述べている。

　幼稚園での遊びの中に教育的意義を見出すことの

できない、あるいは幼稚園の実践は難しいと感じる

小学校教諭は少なくないであろう。エピソード分析

は、エピソードにｅつて園児が日々の生活の中で実

践している学びを明示的に記録化し、それを第一次

資料として分析・考察を加えることが可能になる。

さらにその場面を記録者が保育カンファレンスの場

で報告し、立場の異なる者の見解や解釈を加えるこ

とｅつて、さらに一つの実践から豊かな学びの姿を

読み出すことが可能になる。小学校教諭との合同の

保育カンファレンスの意義は、このｅうな見取りを

共有化し、小学校教諭1割ヽ学校の視弘から、幼稚園

教諭は幼稚園の視点lから意見を述べ合うことにｅり、

おわりに

　これまで二つの文科省指定開発研究から幼小連携

に関わる研究開発を事例に即して述べてきた。最後

にそれらの研究開発の特徴について整理し、次へ残

された課題を明らかにしたい。

　二つの事例から明らかになる幼小連携研究の第一

の特徴は、幼小連携研究がカタキュタ。4房宿に包皮

鳶じて警められて'いること、中でも幼刷即こおける

総合的な活動の視点からノ･jヽ学校では総合的な学習の

時間だけでなぐ、教科の領域をも含めたより広ひ柿を

鳶ぶり7ぷなぎめコーヌ｡//なぐぐみ総合j）を殷定し

でいぶごとである。第二の特徴は、カリキュラム開

発を授業時数の調整や活動内容の関連性の側面だけ

で捉えずに指導原理や腿業観、さらに子どもの見

取りのレペノシて゛拵互理帆さらには発存の段階び幼
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小合同保育・授業）ヘと発展させていることである。

さらに第三の特徴を挙げれば、幼小の教員ぶ外の

様々な協力者（大学研究者の/保育カンフアレンス/

への参加を学校園の外から得ることである。それ

により、連携研究が幼稚園と小学校という２点をつ

なぐ線的連携から、地域や家庭を含んだ面的な連携

へと発展する導線となる。

　本研究から得られる幼小連携研究の今後の課題は、

幼小連携を実践的に進めているための幼小連携実

行プログラムを開発するごとである。成果でも述

べたように、今までの研究事例により幼小連携カリ

キュラムについては、様々な事例によってその具体

像が明らかになっている。そこで、幼小連携に対す

る幼稚園・小学校の教員の関心を喚起するところか

らはじまり、相互に理解を深め、幼小連携に関わる

研究を進め、カリキュラムを開発し、それを実践す

ることにより子どもが無理なく幼稚園から小学校へ

なめらかに接続することを可能にする。その過程で

は、地域や保護者の参画を得ることなどにｅり、地

域の中で子どもが育つ環境を醸成する。幼小連携研

究は、現在、その見通しを持つための全体計画や行

動計画を作成する段階に差し掛かっているのではな

いだろうれ

　幼稚園と小学校の連携は、特別に研究指定された

地域だけの課題ではない。研究搾?定校における研究

の成果をより実現可能なプログラムに発展させるこ

とにｅつて、より多くの地域で幼小間の連携や交流

が進み、その地域で育つ子どもが幼稚園と小学校に

おいて豊かな学びを形成していくことが可能になる

と期待している。
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